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上杉和彦教授のご逝去を悼む
上杉和彦教授が2018年 10月14日東京女
子医科大学病院において逝去された。死因は
急性心不全に よるもので58歳という若さで
あった。
10月22日にお通夜，23日に告別式が品川
区の桐ヶ谷斎場にて営まれ．ご親族 ・ご親友
はじめ，多くの教え子・研究者仲間・大学関
係者によって，その若すぎるお別れを悼んだ。
2014年長期入院から驚異の回復を見せ， ご
退院後も学術的探究心は決して衰えることな
＜．ご自身の論文集 『鎌倉幕府統治構造の研
究』（校倉書房， 2015年）をまとめられた。
その健在ぶりを目の当たりにし，完全復活を
期待していた矢先のまさかの訃報であった。
上杉先生は， 1959年東京都世田谷区のお
生まれで．東京学芸大学附属高校を経て，
1978年東京大学文科三類に入学。1983年東
京大学大学院人文科学研究科博士前期課程ヘ
進学され博士後期課程を経て， 1988年東京
大学史料編篠所助手に就任。1998年明治大
学文学部助教授として着任。2003年に教授
へと昇任した。
先生のご研究の業績はあまりにも膨大であ
りすべてを挙げることは割愛させていただ
く。先生は．卒業論文・修士論文では中世法
制史のご研究に取り組まれ，それぞれ「中世
的文書主義成立に関する一試論」（『日本史研
究』 294,1987年）．「摂関院政期の明法家と
王朝国家」（『史学雑誌』95-11,1986年）と
して発表なされた。年号が昭和から平成に替
わる頃矢継ぎ早に優れた論孜をご蓄積なさ
れ，当該分野を深化させた先生は． 『日本中
世法体系成立史論』（校倉書房， 1996年）と
してご研究をまとめられ，翌年に東京大学か
ら文学博士をご取得なされた。
1990年代からは中世の国家財政について
論究なされ， 2000年以降は鎌倉幕府支配層
を中心に業績を積み重ねられた。いずれも基
盤的研究として位置付けられ，前述の2015
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年刊行のご著書にまとめられている。
明治大学着任後は，歴史の啓蒙にもご尽力
なされ， 『源頼朝と鎌倉幕府』（新日本出版社，
2003年）， 『大江広元』（吉川弘文館，2005年），
『戦争の日本史6 源平の争乱』（吉川弘文館，
2007年）などの一般書も手がけている。また，
先生の飽くなき学術的探究心は，信仰や呪術
の分野にも広げられ 『生活と文化の歴史学l
経世の信仰・呪術』（竹林舎， 2012年）の編
者となられた。さらには，歴史学会の垣根を
越え国文学会にも精力的に関わられ，その成
果は 『平清盛ー 「武家の世」を切り開いた政
治家』（山川出版社， 201年）， 『歴史に裏切
られた武士 平清盛』（アスキー新書， 2011
年）にも表れている。
教育者としては，大学での教鞭を執る傍ら，
高校日本史教科書 『日本史B』（東京書籍，
2004年）の執筆をはじめ，歴史マンガの監
修や放送大学へも登壇なされた。
大学の校務においては，学生相談員をはじ
め，国庫助成推進委員・博物館協議会委員・
ュビキタスカレッジ運営委員・人文科学研究
所運営委員，学部委員では，カリキュラム委
員・カリキュラム運営委員・教務委員・教務
課題検討委員・入試制度検討委員 ・将来構想
委員などを務められた。
特に 2008~ 12年は，学長室専門員として
明治大学全体の設計に携われ． 2012~ 2014 
年は日本史学専攻主任として専攻の舵取りを
なされた。
学会活動においては，学外では歴史科学協
議会の事務局長や編集長． 日本歴史学会評議
貝などを務められた。駿台史学会においても，
企画委員・渉外委員などを精力的にこなし
2014年の大会実行委員を務められた。
明治大学博物館においては，協議会委員や
資料評価分科会座長を務められ．萩原龍夫収
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集資料の整理などにも携われたc
先生は，教え子との会合をことのほか大切
にされ，合宿等で繰り出される“上杉節＂は
場を大いに盛り上げた。もう先生のご高説を
拝聴できないと思うとただただ悲しいばかり
である。しかし．先生がご蓄積なされたご研
究は今後学界においてさらなる深化を遂げ，
そのご業績は盤石な礎となることを確信して
いる。心から先生のご冥福をお祈りする。
（久水俊和）
